
    📚『核の戦後史 Ｑ＆Ａで学ぶ原爆・原発・被爆の真実』（木村朗、高橋博子・共著） 

ノーベル平和賞・日本被団協の授賞式 昨年 12/10、ノルウェーの首都オスロで開かれ、被爆者の立場から核兵器廃絶と原爆被害

への国家補償を訴えてきた「日本被団協（日本原水爆被害者団体協議会）」が授賞式に臨みました。代表委員の田中熈巳さんは受賞

スピーチで「人類が核兵器で自滅することのないよう、核兵器も戦争もない世界の人間社会を求めて、ともに頑張りましょう」と訴えました。 

２学期多読者 

１位・・２－１ ＹＴさん 

２位・・１Ｓ２  ＩＹさん 

３位・・４－２  ＡＲさん 

４位・・２－２  ＹＭさん 

５位・・４－１  ＡＲさん 

６位・・１－２  ＫＳさん 

７位・・１－１  ＯＫさん    

７位・・６－２  ＮＴさん 

８位・・１－２  ＫＴさん 

９位・・４－１  ＴＨさん 

１０位・・１－１  ＮＨさん 

       

            

明照学園 樹徳高等学校・中高一貫校       令和７年１月  
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      紹介の本書は第 1部、第 2部それぞれに「講義篇」を設け、その後、Q＆Ａ形式で具体的な問題を考える構成になっています。      

第 1部 原爆投下と戦後史の謎Ｑ＆Ａ  Ｑ ドイツ降伏後もなぜアメリカは原爆開発を続け日本へ原爆を投下したのですか？ など  

第 2部 核体制と戦後日本Ｑ＆Ａ     Ｑ 原爆投下に対して、日本政府はどのような対応を取ったのですか？ など  

 原爆・原発・被ばくの真実が大変分かりやすく述べられています。田中煕巳さんの訴えたスピーチの内容を理解するのに役立ちます。                                                                                        

     

  

  2学期 多く読まれた本 

        📚世界を震撼させた女毒殺者たち（上・下）（ クレオパトラから・・）（リサ・ぺリン著） 

               📚ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー（プレディみかこ・著） 

               📚二人一組になってください（木爾チレン・著） 

               📚六人の嘘つきな大学生（浅倉秋成・著） 

               📚アルジャーノンに花束を［新版］（ダニエル・キイス著） 

                📚君を守ろうとする猫の話（夏川草介・著） 

                📚近畿地方のある場所について（背筋・著） 

                📚サピエンス全史（上）（ユヴァル・ノア・ハラリ著） 

 

  

日 月 火 水 木 金 土

1/12
休館

１３
休館

１４
正○
共◎

１５
正○
共◎

１６
正○
共◎

１７
正○
共◎

１８
休館

共通テスト

１９
休館

共通テスト

２０
正○
共◎

２１
正○
共◎

２２
正○
共◎

２３
正○
共◎

２４
休館

２５
共△

２６
休館

２７
正○
共◎

２８
正○
共◎

２９
正○
共◎

３０
正○
共◎

３１
正○
共◎

2/1
休館

2/2
休館
節分会

2/3
正○
共◎

2/4
正○
共◎

2/5
正○
共◎

2/6
正○
共◎

2/7
正○
共◎

2/8
休館

中・入試

2/9
休館

2/10
正○
共◎

2/11
休館

2/12
正○
共◎

2/13
正○
共◎

2/14
正○
共◎

2/15
休館

2/16
休館

2/17
正○
共◎

2/18
正○
共◎

2/19
正○
共◎

2/20
正○
共◎

2/21
正○
共◎

2/22
休館

中・説明会

2/23
休館

2/24
休館

2/25
正○
共◎

2/26
正○
共◎

2/27
正○
共◎

2/28
正○
共◎

3/1
共△
卒業式

★1月＆2月の予定表（変更になることもあります） 開館時間   

正（正道館学習室） 共（共生図書館） 

〇7：00～17：00  ◎9:00～19：30  △8：30～17：00 

★１月＆２月の開館予定（変更になることもあります） 

 👑『ミーナの行進』（小川洋子・著） 

米タイム紙が選ぶ「２０２４年の必読書 100冊」に

小川洋子さんの『ミーナの行進』が選出されました。

英語版は『Ｍｉｎａ’ｓ Ｍａｔｃｈｂｏｘ』（スティーブン・ス

ナイダー訳）の題名で昨年 8月に刊行。 

吉本ばななさんの人気作『ＴＵＧＵＭＩ』 

の趣と似て読者の心をひきつけます。 

  

  

 

📚2025 話題本 『蔦谷重三郎  

江戸を編集した男』（田中優子・著） 

数多くの本を出版し歌麿・写楽を売り出した

江戸最大のプロデューサーの生涯に迫る新書。 

その人脈は北斎・馬琴など江戸文化そのもの。 


